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良性非寄生虫性肝嚢胞はそのほとんどが無症状
であり, 肝嚢胞により閉塞性黄疸をきたすことは
極めて稀である｡ また既報によると, 閉塞性黄疸
をきたす嚢胞は平均径 ����と大型のものであ
ることが多い�)｡
今回我々は, 直径 ��と比較的小さな肝嚢胞

により発症した閉塞性黄疸の!例を経験したので
報告する｡

 !

症例："#歳, 男性｡
主訴：黄疸｡
既往歴：$#歳時, 肺結核にて左肺上葉切除, そ

の後輸血後急性肝炎｡ #�歳から気管支喘息｡ �%歳
から拡張型心筋症, 高血圧, 慢性Ｃ型肝炎｡
家族歴：特記事項なし｡
現病歴：$&&'年(月$�日, 陳旧性肺結核・気

管支炎による急性呼吸不全にて当院循環器科入院｡
入院時&)*�+,-.であった総ビリルビン値 (以下
/)01.) が, (月$*日には 2)%�+,-., 3月4日
には�%)%�+,-.にまで上昇したため, 同5日,
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症例は"#歳の男性｡ 陳旧性肺結核・気管支炎による呼吸不全にて当院循環器科入院加療
中, 総ビリルビン値の上昇を認めたため, 精査加療目的にて内科に転科した｡ 精査の結果,
肝内胆管の拡張および肝門部に約 ��大の嚢胞性病変を認めた｡ (年 ヶ月前に他院に
て指摘されていた肝嚢胞の増大による, 両肝管の圧排を原因とする閉塞性黄疸と診断した｡
経皮経肝胆道ドレナージ術 (E/FG) および経皮経肝的嚢胞ドレナージ術 (E/FHIJG)
を施行した｡ ドレナージ内容液は無色透明で, 細胞診では悪性所見は認めなかった｡ 後日,
嚢胞へのエタノール注入術を追加した｡ その後, 総ビリルビン値の減少が得られ, 退院後
も黄疸の再発は認められず, 良好な経過が得られた｡ 比較的小さな肝嚢胞でも局在部位に
よっては閉塞性黄疸をきたしうることを留意する必要があると考えられた｡


